
道
志
村
民
憲
章

私
た
ち
の
七
里
は
、
緑
と
清
流
と
歴
史

の
郷
で
す
。
こ
の
地
に
生
き
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
平
和
な
村
を
築
く
た
め
、
こ

こ
に
憲
章
を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一
、
自
然
を
愛
し
平
和
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
生
産
に
励
み
豊
か
な
村
を
つ
く

り
ま
す
。

一
、
伝
統
を
重
ん
じ
、
教
養
を
高
め
、

文
化
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
人
情
と
い
た
わ
り
の
心
を
養
い
、

福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
明
る
く
健
康
で
、
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
す
。

No.293

月号2005  May 5月号

平成16年生まれの
子供達です。

水越萌媛ちゃん　7月2日生 
め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

山本瀬奈山本瀬奈ちゃんちゃん　7月9日生日生 
せ なせ な  

父 弘さん・母弘さん・母 博美さん博美さん （東和出村） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 

水越萌媛ちゃん　7月2日生 
め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

渡辺さくらちゃんちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母茂さん・母 恵子さん恵子さん （上中山）（上中山） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

水越萌媛ちゃん　7月2日生 
め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本ゆい山本ゆいちゃんちゃん　6月3日生日生 

父 喜義さん・母喜義さん・母 和子さん和子さん （西和出村）（西和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

水越萌媛ちゃん　7月2日生 
め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山口鈴未山口鈴未ちゃんちゃん　7月9日生日生 
れ みれ み  

父 義弘さん・母義弘さん・母 八重子さん八重子さん （竹之本）（竹之本） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 
水越萌媛ちゃん　7月2日生 

め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山口　凛山口　凛ちゃんちゃん　5月18日生日生 
りんりん 

父 琢駒さん・母琢駒さん・母 こずえさんこずえさん （西和出村） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 

水越萌媛ちゃん　7月2日生 
め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

佐藤奏太佐藤奏太くんくん　11月9日生日生 
そうそうた  

父 靖行さん・母靖行さん・母 翼さん翼さん （大渡）（大渡） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 

水越萌媛水越萌媛ちゃんちゃん　7月2日生日生 
め めめ め  

父 直樹さん・母直樹さん・母 真由さん真由さん （釜の前）（釜の前） 

山口　凛ちゃん　5月18日生 
りん 

父 琢駒さん・母 こずえさん （西和出村） 

山口鈴未ちゃん　7月9日生 
れ み  

父 義弘さん・母 八重子さん （竹之本） 

佐藤奏太くん　11月9日生 
そうた  

父 靖行さん・母 翼さん （大渡） 

山本ゆいちゃん　6月3日生 

父 喜義さん・母 和子さん （西和出村） 

渡辺さくらちゃん　17年3月12日生 

父 茂さん・母 恵子さん （上中山） 

水越萌媛ちゃん　7月2日生 
め め  

父 直樹さん・母 真由さん （釜の前） 

山本瀬奈ちゃん　7月9日生 
せ な  

父 弘さん・母 博美さん （東和出村） 

佐藤紗季子佐藤紗季子ちゃんちゃん　9月5日生日生 
さ き こさ き こ  

父 貢三さん・母貢三さん・母 智子さん智子さん （大室指）（大室指） 

佐藤紗季子ちゃん　9月5日生 
さ き こ  

父 貢三さん・母 智子さん （大室指） 



一
般
質
問

三
月
定
例
会
に
お
い
て
一
名
よ
り
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
の
要
旨
と
こ
れ
に
対
す
る
村
長
な

ど
執
行
部
の
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平成17年５月１日（２）

平
成
十
七
年
度
三
月
定
例
議
会
は
、
三
月
九
日
に
召
集
さ
れ
会
期
を
十
八
日
ま
で

の
十
日
間
と
決
め
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
中
で
議
員
提
案
で
あ
り
ま
す
、
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
し
、
議
員
自
ら
報
酬
を
、
一
律
三
万
円
減
額
い
た
し

ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
　
三
月
定
例
議
会

一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
可
決

文
教
厚
生
常
任
委
員佐

　
藤
　
光
　
男

一

合
併
問
題
に
つ
い
て

去
る
二
月
二
十
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

都
留
市
と
の
合
併
の
賛
否
を
問
う
住
民
投

報

告

第

一

号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
道
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

議

案

第

五

号

政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
道
志
村
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議

案

第

六

号

道
志
村
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議

案

第

七

号

道
志
村
特
別
会
計
条
例
及
び
道
志
村
合
併
処
理
浄
化
槽
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議

案

第

八

号

道
志
村
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議

案

第

九

号

上
野
原
市
及
び
山
梨
市
の
設
置
に
伴
う
山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議

案

第

十

号

上
野
原
市
及
び
山
梨
市
の
設
置
に
伴
う
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

上
野
原
市
及
び
山
梨
市
の
設
置
に
伴
う
山
梨
県
市
町
村
自
治
セ
ン

タ
ー
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

議
案
第
十
三
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
回
）

議
案
第
十
四
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
回
）

議
案
第
十
五
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
十
六
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
回
）

議
案
第
十
七
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
二
回
）

議
案
第
十
八
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
十
九
号

平
成
十
六
年
度
道
志
村
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
回
）

議
案
第
二
十
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
一
般
会
計
予
算

議
案
第
二
十
一
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
二
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
三
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
四
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
五
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
六
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
七
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
二
十
八
号

平
成
十
七
年
度
道
志
村
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

発

議

第

一

号

議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例



（３）

票
は
、
合
併
賛
成
が
五
十
二
％
と
反
対
を

上
回
り
ま
し
た
が
、
議
会
が
決
め
た
住
民

投
票
条
例
の
投
票
総
数
者
名
簿
登
録
者
の

過
半
数
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
こ
の
条
例
に
は
結
果
を
厳
守
す

る
と
定
め
た
た
め
、
当
村
は
単
独
の
道
を

歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
議
員
と
し
て
十

分
重
く
受
け
止
め
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。早

速
で
す
が
、
村
長
に
質
問
い
た
し
ま

す
。
住
民
投
票
の
結
果
を
報
じ
た
二
月
二

十
一
日
付
の
山
梨
日
日
新
聞
に
、
村
長
の

談
話
と
し
て
「
今
後
単
独
存
続
を
進
め
て

い
く
上
で
村
民
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
「
こ
れ
ま
で
以
上
の
負
担
を
強
い

る
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
か
。

（
佐
藤
村
長
）

こ
れ
ま
で
以
上
の
負
担
を
強
い
る
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
か
、
こ
う
い
う
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
記
者
会
見
の
内
容
の
件
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
思
い
は
、
単
独
で

歩
む
決
定
が
な
さ
れ
た
時
に
、
自
主
財
源

の
乏
し
い
道
志
村
に
と
っ
て
、
地
方
交
付

税
の
減
額
は
、
予
算
内
容
を
大
き
く
見
直

し
て
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
健
全
な
行
政
運

営
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
国
が
言
っ

て
い
る
よ
う
に
地
方
分
権
の
推
進
、
地
方

制
度
調
査
会
の
方
向
性
、
三
位
一
体
改
革

の
内
容
を
考
慮
し
た
と
き
、
道
志
村
の
未

来
、
住
民
の
将
来
を
心
配
し
て
の
発
言
で

ご
ざ
い
ま
す
。

住
民
か
ら
負
担
を
と
る
、
ど
の
よ
う
な

事
を
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
道
志
村
行
政

改
革
推
進
委
員
会
の
中
で
協
議
、検
討
し
、

自
立
計
画
を
早
急
に
策
定
し
、
そ
の
自
立

計
画
に
基
づ
き
、
行
財
政
改
革
を
実
施
し

て
い
く
、
又
、
平
成
十
七
年
度
に
計
画
す

る
長
期
総
合
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地

区
懇
談
会
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
中
で
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
を

生
か
し
た
計
画
書
を
創
っ
て
行
き
、
そ
の

自
立
計
画
、
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
て
行

政
運
営
を
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

二

行
政
改
革
に
つ
い
て

昨
年
八
月
に
実
施
し
た
合
併
に
関
す
る

意
向
調
査
の
際
、
調
査
票
に
村
民
の
意
見

が
多
数
記
載
し
て
あ
り
ま
し
た
。

役
場
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
村
民
の
生
の

声
を
活
か
し
た
行
政
改
革
を
考
え
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
、
説
明
も
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

住
民
意
向
調
査
の
意
見
、
村
民
の
生
の

声
を
活
か
し
た
行
政
改
革
の
内
容
に
つ
い

て
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
道
志
村

の
自
立
計
画
の
進
め
方
で
す
が
、
住
民
が

判
断
し
そ
の
結
果
が
な
さ
れ
、
自
立
の
道

が
決
定
し
ま
し
た
、自
立
し
て
行
く
に
は
、

今
後
、
幅
広
く
、
調
査
、
検
討
、
協
議
し

て
、
ど
の
よ
う
な
行
政
運
営
を
し
て
い
く

の
か
、
ど
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目

標
と
す
る
の
か
、
住
民
と
行
政
が
一
緒
に

な
り
着
実
に
実
行
で
き
る
村
創
り
を
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

役
場
内
で
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

が
業
務
内
容
を
詳
細
に
協
議
し
、
そ
の
上

で
、
そ
の
結
果
を
基
に
行
政
改
革
推
進
委

員
会
に
意
見
を
お
聞
き
し
最
終
的
に
決
定

し
て
い
た
だ
く
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は

項
目
的
に
改
革
案
を
提
示
し
、
年
度
別
に

改
革
を
実
行
し
て
い
く
。

住
民
意
向
調
査
の
意
見
も
役
場
内
で
検

討
し
、
実
施
で
き
る
も
の
、
で
き
な
い
も

の
、
短
期
で
実
施
出
来
る
も
の
、
長
期
で

実
施
で
き
る
も
の
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
ま

す
が
、
住
民
の
意
見
、
助
言
を
基
本
と
し

た
自
立
計
画
書
を
平
成
十
七
年
九
月
を
目

標
に
仕
上
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

自
立
計
画
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
志

村
が
、
未
来
に
向
か
っ
て
い
く
道
標
で
あ

り
、
住
民
の
声
を
取
り
い
れ
た
、
推
進
委

員
、
議
会
、
行
政
が
真
剣
に
考
え
た
中
で

計
画
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

議
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
助
言
を
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ご
質
問
の
回
答

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
一

地
方
行
革
方
針
と
な
っ
て
ま
し
て
、
行

革
大
綱
と
か
そ
う
い
う
こ
と
ら
し
い
ん
で

す
け
ど
、
重
要
項
目
と
し
て
先
行
き
五
年

間
で
す
ね
、
そ
れ
に
対
し
て
十
％
以
上
の

削
減
を
す
る
と
の
新
聞
を
読
み
ま
し
た
。

重
点
項
目
に
は
、
職
員
の
定
員
な
ど
に

つ
い
て
管
理
計
画
を
作
り
公
表
す
る
こ
と

が
取
り
込
ま
れ
、
政
府
は
行
革
大
綱
の
中

で
国
家
公
務
員
の
定
員
に
つ
い
て
、
五
年

間
で
十
％
以
上
削
減
す
る
と
の
目
標
を
掲

げ
て
お
り
政
府
は
地
方
自
治
体
に
対
し
て

も
抑
制
を
求
め
て
い
く
考
え
だ
と
い
う
内

容
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て

道
志
村
が
意
向
調
査
の
裏
書
に
も
定
数
の

こ
と
は
か
な
り
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
向
か
っ
て
の
道
志
村
の
考
え
方
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

た
だ
今
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

道
志
村
で
も
自
立
計
画
を
作
成
し
て
い
き

ま
す
が
、
十
年
間
と
い
う
期
間
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
人
員
の
整
理
を
す

る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
応
計
画
的
に

は
今
の
と
こ
ろ
、
検
討
し
て
い
る
の
が
三

十
六
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
最
終
的
に
は
、
行
政

改
革
の
推
進
委
員
さ
ん
の
皆
様
方
に
検
討

し
て
い
た
だ
く
訳
で
す
け
れ
ど
、
目
標
を

立
て
て
検
討
を
今
の
と
こ
ろ
し
て
い
ま

す
。

質
問
二

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
会
合
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
今
後
あ
と
何
回
ぐ
ら
い
計
画

す
る
予
定
な
の
か
お
願
い
し
ま
す
。
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（
総
務
課
長
）

今
の
と
こ
ろ
三
月
三
十
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
九
月
ま
で
回
数
的
に

は
何
回
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
決
定
し
て

ま
せ
ん
け
れ
ど
、
そ
の
都
度
各
担
当
の
協

議
を
し
て
必
要
に
応
じ
て
と
い
う
形
に
な

り
ま
す
。
以
上
で
す
。

三

横
浜
市
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

現
在
、
横
浜
市
か
ら
浄
化
槽
の
設
置
な

ど
水
源
の
保
全
に
関
す
る
補
助
金
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
こ
れ
ら
以
外
の
補

助
が
望
め
る
か
ど
う
か
、
ま
た
は
可
能
性

が
あ
る
の
か
調
査
し
た
結
果
が
あ
れ
ば
、

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

横
浜
市
か
ら
受
け
て
お
り
ま
す
、
負
担

金
補
助
及
び
交
付
金
の
内
容
以
外
に
ど
の

よ
う
な
補
助
が
望
め
る
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
そ
う
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
現
状
で
は
、
こ
れ
は

分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を
し
た

こ
と
も
特
別
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。た
だ
、

言
え
ま
す
こ
と
は
、
今
後
に
お
け
る
横
浜

市
の
関
わ
り
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
と
言

う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
六
月
二

十
二
日
に
中
田
市
長
が
来
村
さ
れ
ま
し
て
、

百
有
余
年
の
歴
史
の
上
に
立
っ
て
、
二
十

一
世
紀
の
新
た
な
絆
を
樹
立
す
る
目
標
の

も
と
に
「
横
浜
市
と
道
志
村
の
友
好
交
流

に
関
す
る
協
定
書
」
を
受
け
ま
し
て
「
横

浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
覚
書
」
の
締
結
を
し

て
お
り
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
こ
の
協
定
書
覚
書
の
趣

旨
を
生
か
し
て
、
両
市
村
が
相
互
理
解
と

協
力
の
上
に
立
っ
て
調
査
・
研
究
し
、
お

互
い
の
友
好
交
流
を
如
何
に
し
て
実
践
し
、

か
つ
積
み
重
ね
て
い
け
る
か
と
い
う
事
に

尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
も
な
く
、
協
定
書
締
結
一
周
年
を
迎

え
ま
す
、
ま
た
道
志
村
も
試
行
錯
誤
の
中

で
単
独
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
当
然
、
古
い
関
係
か
ら
道
志
村
と

横
浜
市
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
と
農
山

村
の
関
係
、
過
密
地
と
過
疎
地
の
関
係
、

水
の
消
費
地
と
水
の
供
給
地
、
そ
う
い
う

相
対
す
る
自
然
環
境
の
中
に
置
か
れ
て
お

り
ま
す
。
お
互
い
の
立
場
、
役
割
を
十
二

分
に
理
解
す
る
中
で
、
相
互
補
完
を
仕
合

っ
た
新
た
な
友
好
と
交
流
が
創
出
さ
れ
る

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
、
道
志
村
民
が
横
浜
市

民
に
対
す
る
受
け
入
れ
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持

っ
て
す
る
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

組
長
、
議
会
、
行
政
、
住
民
が
一
丸
と
な

っ
て
横
浜
市
と
の
新
た
な
関
係
を
ど
の
よ

う
に
築
き
上
げ
る
か
、
こ
れ
は
今
後
、
如

何
に
努
力
し
て
い
く
か
協
力
関
係
を
創
り

上
げ
る
か
と
言
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
個
別
具
体
的
な
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

機
会
に
は
し
っ
か
り
提
示
と
い
た
し
ま
す
。

山梨県内から見えるあなたの一押しの四季の富士山を、写真と50字程度のコメント (富士山

への思い出など）で紹介してください。

◆応募資格 県内にお住いの方

◆応募方法 プリントした応募作品に富士山へのコメント（50字程度）を添えて、撮影者の

氏名、住所、電話番号、撮影場所を記入のうえ応募

※アナログ写真、デジタル写真のどちらでも応募可

（1）アナログ写真：カラー、2Lサイズ（127mm×178mm）

（2）デジタル写真（デジタルカメラで撮影した写真は、ホームページからも応募可）

◆応募規定

（1）一人何点でも応募できます。

（2）応募作品及びネガ等の一切の権利は、主催者に帰属します。

（3）応募作品は未発表のものに限ります。

（4）応募作品は返却いたしません。

（5）だれでも自由に見られる場所で撮影した写真を応募してください。

◆応募期間

（1）春、夏編：4月15日(金）～9月15日(木）

「おらんちの自慢の富士山」写真
募集



●
対
象
と
な
る
学
生
は

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
二

〇
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
在

学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
制

納
付
特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
人
の
取
得
が
一
定
以
下
（
注

１
）
の
学
生
（
注
２
）
を
対
象
と
し
て
お

り
、
申
請
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
ま
す
。
家

族
の
方
の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
注
１
）
平
成
十
七
年
度
の
所
得
基
準

＝
一
一
八
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×

三
十
八
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

（
注
２
）
学
生
と
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学(

大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
各
種
学

校
そ
の
他
教
育
施
設
及
び
各
種
学
校

（
一
年
以
上
の
課
程
に
限
る)

に
在
学

す
る
方(

夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信

課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
で
す

●
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期
間
等
が

二
十
五
年
以
上
必
要
で
す
が
、
学
生
納
付

特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
こ

の
「
二
十
五
年
以
上
」
と
い
う
老
齢
基
礎

（５）

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算

の
対
象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

の
で
、
将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
十

年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
（
二
年
以
上
が
経
過
し
た
後
に
追
納

す
る
場
合
は
、
猶
予
さ
れ
た
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）。

●
障
害
基
礎
年
金
等
と
の
関
係

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

生
じ
た
場
合
に
、
そ
の
事
故
が
発
生
し
た

月
の
前
々
月
ま
で
の
一
年
間
に
保
険
料
の

未
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承

認
を
受
け
て
い
る
期
間
は
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
同
様
に
受
給
要
件
の
対
象
期
間

に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
時
に
も
安

心
で
す
。

●
対
象
と
な
る
各
種
学
校
が
拡
大

各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
学

生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
は
厚
生
労
働
省

令
で
個
別
に
定
め
ら
れ
て
い
た
一
部
の
各

種
学
校
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

十
七
年
四
月
か
ら
す
べ
て
の
各
種
学
校

（
修
業
年
限
が
一
年
以
上
の
課
程
に
在
学

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）
が
対
象
と
な

る
よ
う
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
区
町
村
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
申
請
書
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
も
あ

り
ま
す
）
。

な
お
、
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
と
な

り
ま
す
。

◆
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
道
志

村
役
場
　
住
民
健
康
課
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

〜

対
象
と
な
る
学
校
が
拡
大
し
ま
し
た

〜

国民年金に任意加入していなかったために、
障害基礎年金等を受けられなかった方へお知らせ

特別障害給付金 請求窓口は住民健康課国民年金担当窓口です。
TEL（52）2113

対象となる方
①平成3年3月以前に国民年金任意加入対象であった学生
②昭和61年3月以前に国民年金任意加入対象であった厚生年金・共済組
合の加入者だった方の配偶者であって国民年金に任意加入していなか
った期間中に生じた傷病が原因で、現在、障害基礎年金の1・2級相当
の障害の状態にある方。
ただし、65歳に達する日の前日までに障害の状態に該当された方に限
られます。

支給額 (平成17年度）

障害基礎年金
1級に該当する方…月額5万円
2級に該当する方…月額4万円

※ご本人が他の年金を受けている場合や収入がある場合、支給が調整 (または停止) され
ることもあります。

ご注意下さい
●給付金は請求月の翌月分から支給されます。審査を行いますので実際の
支払までは数ヶ月かかる場合もあります。また、審査の結果、不支給に
なる場合もありますので、あらかじめご了承願います。

●請求に必要な書類については道志村役場、社会保険事務所等にお問い合
わせください。書類等のご用意に時間がかかる場合は、ご用意できてい
るもので請求していただき、後日、不足している必要書類をご提出いた
だくことが可能です。まずは、請求を行ってください。

●給付金の支給を受けた方は、申請により国民年金保険料の免除を受ける
ことができます。

国国

民民

年年

金金



平成17年５月１日（６）

科　　　目

1 . 村　　　　　　税

2 . 地 方 贈 与 税

3 . 利 子 割 交 付 金

4 . 配 当 割 交 付 金

5 . 株式等譲渡所得割交付金

6 . 地方消費税交付金

7 . 自動車取得税交付金

8 . 地方特例交付金

9 . 地 方 交 付 税

10. 交通安全対策特別交付金

11. 分担金及び負担金

12. 使用料及び手数料

13. 国 庫 支 出 金

14. 県　支　出　金

15. 財　産　収　入

16. 寄　　付　　金

17. 繰　　入　　金

18. 繰　　越　　金

19. 諸　　収　　入

20. 村　　　　　　債

計

予 算 額

210,225

19,750

2,138

263

334

22,326

9,065

7,369

866,902

0

12,725

12,994

27,535

120,976

173

107,582

3,197

114,327

23,725

230,600

1,792,206

収入済額

200,750

19,750

2,138

263

334

22,326

9,065

7,369

866,902

0

12,540

8,885

21,703

44,177

174

7,810

2,088

114,328

24,825

0

1,365,427

収入率(%)

95.5

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

98.5

68.4

78.8

36.5

100.6

7.3

65.3

100.0

104.6

0.0

76.2

48,409

308,397

182,365

84,051

254,323

20,119

155,616

102,455

170,148

13

345,299

117,179

3,832

1,792,206

46,242

273,801

104,239

61,763

150,245

13,518

57,531

57,927

158,803

0

345,198

0

0

1,269,267

95.5

88.8

57.2

73.5

59.1

67.2

37.0

56.5

93.3

0.0

100.0

0.0

0.0

70.8

平成16年度一般会計歳入歳出状況
（17.3.31現在　単位：千円）歳入

1 . 議　会　費

2 . 総　務　費

3 . 民　生　費

4 . 衛　生　費

5 . 農林水産業費

6 . 商　工　費

7 . 土　木　費

8 . 消　防　費

9 . 教　育　費

10. 災 害復旧費

11. 公 　債　費

12. 諸 支 出 金

13. 予 　備　費

計

支出率(%)支出済額予 算 額科　　　目

（17.3.31現在　単位：千円）歳出

国民健康保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

老人医療費特別会計

観光施設等事業特別会計

介護保険特別会計

介護保険サービス事業特別会計

合併処理浄化槽事業特別会計

計

244,786

126,841

32,386

269,002

413,015

101,301

27,849

103,041

1,318,221

223,541

84,741

6,977

242,683

386,017

77,279

15,827

9,291

1,046,356

178,338

111,551

25,302

246,151

379,274

88,430

24,076

57,207

1,110,329

91.3

66.8

21.5

90.2

93.5

76.3

56.8

9.0

79.4

72.9

87.9

78.1

91.5

91.8

87.3

86.5

55.5

84.2

会 　 計 　 別 予 算 額 収入済額 収入率(%) 歳出済額 支出率(%)

特別会計歳入歳出状況
（17.3.31現在　単位：千円）

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
道
志
村
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
に
、
毎
年
二
回
定
期
的
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
十
六
年
度
下
期
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◎
総
務
費

・
行
政
改
革
大
綱
作
成
事
業

・
防
災
無
線
難
聴
地
区
解
消
事
業

・
戸
籍
電
算
化
デ
ー
タ
作
成
事
業

◎
民
生
費

・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
事
業

・
地
域
ぐ
る
み
子
育
て
支
援
事
業

◎
衛
生
費

・
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
事
業

◎
農
林
水
産
業
費

・
特
定
農
山
村
地
域
市
町
村
活
動
支
援
事
業

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

・
林
道
開
設
改
良
事
業

◎
土
木
費

・
村
道
岩
瀬
線
改
良
事
業

・
村
道
白
井
平
線
改
良
舗
装
事
業

・
村
営
住
宅
建
設
設
計
業
務

◎
消
防
費

・
可
搬
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入
事
業

◎
教
育
費

・
高
等
学
校
等
就
学
に
対
す
る
助
成
金
事
業

・
中
学
校
校
舎
改
修
事
業

第１分団第２部・第２分団第１部に配備された
可搬ポンプ付積載車

平
成
十
六
年
度

下
期
主
な
事
業

下 期 財 政 公 表  平成16年度 平成16年度 平成16年度 下 期 財 政 公 表  下 期 財 政 公 表  



（７）

去
る
四
月
十
四
日
、
村
長
及
び
議
会
議
員
全

員
が
横
浜
市
の
中
田
市
長
と
横
浜
市
会
議
長
を

表
敬
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

市
長
と
村
長
が
お
互
い
に
直
接
話
し
合
う
の

は
昨
年
の
協
定
書
締
結
の
時
以
来
、
お
よ
そ
十

ヶ
月
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

訪
問
の
席
上
、
村
長
は
挨
拶
の
中
で
、
横
浜

市
の
水
源
地
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で

も
き
れ
い
な
清
流
を
保
つ
た
め
様
々
な
運
動
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
道
志
村
の
住
民
が
自
慢

で
き
る
「
日
本
一
の
水
源
の
里
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
く
た
め
に
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
、
ま
た
、
横
浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
の
Ｐ
Ｒ
活

動
の
事
業
と
し
て
、
次
の
四
項
目
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

①
横
浜
市
民
有
志
へ
の
親
善
大
使
の
委
嘱

②
横
浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
の
住
民
票
の
発
行

③
村
内
へ
の
横
浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
看
板
の
設

置
④
相
互
交
流
事
業
の
拡
大

一
方
、
横
浜
市
長
は
、
昨
年
六
月
の
道
志
村

訪
問
の
お
礼
と
、
そ
の
際
の
間
伐
作
業
の
体
験

談
を
交
え
な
が
ら
、
本
年
度
事
業
の
取
り
組
み

と
し
て

①
横
浜
市
民
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
道
志
村

の
協
力
の
も
と
、
平
成
十
七
年
度
も
実
施
し

ま
す
。

②
水
源
保
全
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
広
め
る

た
め
、
道
志
水
源
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
間
伐
材
を
活
用
し
「
卓
上

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
」
の
制
作
・
販
売
を
開
始

し
ま
す
。

③
「
間
伐
材
活
用
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

元
に
、
五
年
後
の
本
格
的
な
活
用
を
目
指
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
働
検
討
を
開
始
し
ま
す
。

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

横
浜
市
で
は
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
事
業
と
し

て
平
成
二
十
一
年
を
め
ど
に
本
格
活
用
を
め
ざ

し
、「
間
伐
材
活
用
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
作
成
し
、
十
七
年
度
か
ら
「
行
政
」
と
「
民

間
」
と
が
得
意
分
野
を
役
割
分
担
し
、
協
働
検

討
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
二
十
一
年
度

に
は
、
本
事
業
の
採
算
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
組
織
運
営

の
他
、
間
伐
材
の
商
品
の
販
売
や
、
一
般
住
宅

資
材
と
し
て
の
活
用
な
ど
事
業
を
目
指
す
と
の

こ
と
で
す
。
横
浜
市
、
道
志
村
そ
れ
ぞ
れ
十
七

年
度
に
実
施
す
る
新
た
な
友
好
交
流
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
良
好
な

関
係
を
築
い
て
行
く
こ
と
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
紙
の
と
お
り
で
す
。

横浜市長より道志村長へ卓上ネームプレートの贈呈がありました

横浜市会議長表敬訪問

右から　道志村長　　　　　　　　　佐藤卓司　

横浜市会議長　　　　　　　相川光正

横浜市都経営総務財政委員会委員長 佐藤　茂

道志村議会議長　　　　　　湯川六昭　です（ ）

横
浜
市

横
浜
市
長 

表
敬
訪
問

表
敬
訪
問 
横
浜
市
会
議
長

横
浜
市
会
議
長 
横
浜
市
長 

表
敬
訪
問 
横
浜
市
会
議
長 



消
防
団
長
挨
拶

こ
の
度
、
道
志
村
消
防
団
役
員
改
選
に

当
た
り
団
員
皆
様
の
ご
推
薦
を
頂
き
、
四

月
一
日
　
佐
藤
村
長
よ
り
消
防
団
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
消
防
人
と

し
て
の
感
激
の
極
み
で
あ
り
光
栄
に
思
う

と
と
も
に
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
重

要
性
を
再
認
識
し
「
自
分
た
ち
の
村
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
を
心
に
刻
み
、
誓
い
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
て

近
年
災
害
は
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る

大
規
模
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
昨
年
に

平成17年５月１日（８）

四
月
一
日
付
け
で
役
場
職
員
の
人
事

異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

異
動
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

異
動
辞
令

長
田
　
　
豊

住
民
健
康
課
長→

教
育
課
長

佐
藤
　
充
俊

企
画
財
政
課
長→

産
業
観
光
課
長
・
道

の
駅
駅
長
兼
務
　

山
口
　
博
康

産
業
観
光
課
長→

建
設
課
長

山
口
　
洋
子

教
育
課
長→

住
民
健
康
課
長

佐
藤
　
光
男

建
設
課
長→

企
画
財
政
課
長

山
口
　
正
子

企
画
財
政
課
主
幹→

住
民
健
康
課
・
保

育
所
長

池
谷
　
　
忠

企
画
財
政
課
長
補
佐→

総
務
課
長
補
佐

山
口
　
　
亮

産
業
観
光
課
主
幹→

企
画
財
政
課
主
幹

山
口
　
信
江

住
民
健
康
課
係
長→

産
業
観
光
課
・
道

志
の
湯

大
田
満
す
江

住
民
健
康
課
係
長→

企
画
財
政
課
公
聴

広
報
係
長

道
志
村
消
防
団
の
任
期
満
了
に
と
も
な

い
、
消
防
団
員
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
池

谷
高
明
氏
に
四
月
の
役
員
会
に
お
い
て
佐

藤
村
長
よ
り
任
命
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
　
　
長
　
池
谷
　
高
明

副

団

長
　
佐
藤
　
和
彦

〃

水
越
　
正
明

旗
　
　
手
　
佐
藤
　
正
文

会
　
　
計
　
佐
藤
　
茂
栄

第
一
分
団
長

佐
藤
　
益
弘

第
二
分
団
長

杉
本
　
明
美

第
三
分
団
長

佐
藤
　
勇
二

第
四
分
団
長

池
谷
　
　
勝

消
防
団
員
決
ま
る

お
い
て
は
新
潟
中
越
地
震
や
、
新
潟
福
島

豪
雨
、
観
測
史
上
最
大
の
十
個
の
台
風
が

上
陸
す
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
事

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
、
今
改
め

て
災
害
へ
の
備
え
を
総
点
検
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住
む
道
志

村
に
お
い
て
も
、
東
海
沖
地
震
、
南
関
東

直
下
型
地
震
の
発
生
が
切
迫
し
、
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
消
防
団
員
も
、
常
日
頃

よ
り
訓
練
を
積
み
重
ね
、
関
係
各
機
関
と

連
携
を
密
に
し
、
消
防
が
直
面
す
る
あ
ら

ゆ
る
課
題
に
対
し
、「
俊
敏
な
行
動
力
」
を

持
っ
て
、
団
員
が
一
致
団
結
し
「
安
心
で

安
全
な
道
志
村
」
を
築
き
上
げ
る
事
に
、

全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
最

後
に
消
防
団
に
対
し
村
民
の
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、
団
長
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

佐
藤
　
英
樹

企
画
財
政
課
係
長→

総
務
課
税
務
係
長

山
口
　
登
美

総
務
課
主
任→

住
民
健
康
課
主
任

佐
藤
　
好
起

総
務
課
主
事→

出
納
室

菅
谷
　
直
志

企
画
財
政
課
主
事→

住
民
健
康
課
主
事

役
場
職
員
人
事
異
動

今
回
、
警
察
の
定
期
異
動
で
道
志

駐
在
所
に
赴
任
し
て
き
ま
し
た
、

桂
原
　
悟
　
で
す
。

出
身
地
は
早
川
町
で
す
。
道
志
に

赴
任
し
て
、
緑
と
清
流
が
美
し
い
所

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
素
朴
な
地
域
が
悪
に
染
ま
ら

な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
犯
罪
・
事
故
の
な
い
明
る

い
平
和
な
道
志
村
を
目
指
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
…

道志駐在所より


